
つ、学校や教簡に寄せる国民の関|らヽは、イジメや体罰の問題に1集中 に/ています。 この機|こ乗 じて、斐倍

政権は道衛教育や数員の管理統制客]強化 しよう(七こtノていた者すが、規範意識在植え付ける手法でこの問題が

解決
~9‐

るとは思えません。お しる、周囲から期待され る 「自分由を,洩じ、濁 t)されなか ‐_37■者は自らな嫌

悪 し、生徒や数員の精神的ス トtノスが士営すことはあ って1・も、湖 じることiはないで し/ょう。

「
｀
日の末L・君が代Jの 3強制に反刈 する税たちは、異質な苦を排B余づる集歴B的庄力の怖さや、諸 りが傷

Pp

けられる痛みを、母を以 て体験 にメにいます。だから正|そ、一‐人一人ノ〕ヾ尊亜され、学ぶこと ・数えるこiた1が

楽 ししヽと実感できる学校を取り戻 したしヽと、1)ぃから願 =つています。

私たちの声に耳を傾けて下さい。そして、学校が人間の伸びやかな成長を応捷づ
~る

揚となるようli:、私

た4う|こ力容貸 して下さい。以下は、動半H所ほ提出 し7■陳述署の一部で す。

<「 圏の メb・識 が 代 、十の果 た tノた1役樹」在畑 っ
如
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私は、小学校の頃日の丸 bヽ習が代を|□も愚 |)ところなく注槻 { 歌 つた り して

しヽ ま tノた.運 動会などでは岡旗の掲揚が され て1しヽま t/た。当日事は、「日の丸 ,沼 が代 J

の役督Jを知 らす、 何も知 らな|〕れば悩お t二とも半」断 ほ困る こととも無く、畠われるまま

に従 つてい く こ1とがで さま しノた.tノか に/、歴史、とりわけ戦 争の苦 こノみ を昧わ った人ノマ

の振 り絞るよ
―~91正

話 tノ綴 る体験談を 興:闘さ (_/、モこKl製た t/た 1日の丸 ・瑠 が代ャ|の

役器Jを対る うち|「1、笠!鶏の人間 と し この個人 よ りも抽 錬的な象徴 としての 「歌 '腹 J

<「 強制Jは 学校 と相谷れなしヽ >ン

「白曲 l alIB席する園がしヽかに芯惨な状況を国民ほ強しヽるか、過ム

の階費をみ
に
こ・を;、現代の独鋭者のいる1玉|なみても明白なこと!でづ。

卿分まで伴 っえi圏旗、田歌 「S喰制_11,1よるで合体孟義田獣 です。ご

iうしヽわ 「強祐‖|は 1浮校(!Lいう揚汁|は相容れ り
｀
、私は受|サ入れられま

口iん。 lC)0パ ヽ 核ン |‐」_l梁胸なユ!、恐ちししヽこと!です。省=徒に斡

制じる寧もt,ノてはし`けないt/、でさi驚
`|せ

ん。私はtヨ本が本当にお員|

しヽな尊欝できる、馨らしやすしヽ田になっ
~Cほ

しいのです。

<10.23通 逮 |こよる欝護弾校の等業式の金賀 >

寧横 (麓護学校 :現特居」登炭学校)に1は沢曲の | イヽ|ンツトトレー.■ングをしてしヽる生徒

がいます。おむつなはひせるこiとがど二|れ程の生理的な1央さ、また行動の|ムがりをもたら

ずか、想像 tノてみ
…
こ
…
ドさい。相、の!遊け持ち児Cも そうでt/た。年単li立で気康|こIIPりくみ、

ほびすことこに成り〕しよ tノた。管理職も努力を知 つているのrず cマ れがCが | イヽレほイt干

さたか つた8寺がたまたよ 「君が代Jの B寺であった/1XらFiいつて
'itイ

Lノに出iてしヽかなしヽよ

うカムツな:)|りろ、とは111事rt/ょ ぅか。また、金串が外十1:封「腫|の丸 Jほ 的かわされて

いるため、頭着ぼまで首もたれのある弾イスの首で付さ!添 つ4i/hる教員に0ら 飛隅は金く

みえす、医療的ケアG[c,安全血
~ビ

人さな問題があるの で先 1()。23通 達に|よる卒入学式


